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全
日
本
パ
ラ
卓
球
選
手
権

個
人
３
連
覇
で
２
冠

関
福
大
の
北
川
雄
一
朗
さ
ん

限
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

中
、「
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
の
心
を
癒
や
す
場

を
」
と
父
親
有
志
の
「
げ

ん
こ
つ
ク
ラ
ブ
」
が
「
赤

小
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〜

未
来
へ
の
光
」
と
題
し
て

企
画
。
前
日
に
児
童
が
下

校
し
た
放
課
後
か
ら
２
日

が
か
り
で
電
球
の
取
り
付

け
作
業
を
行
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
は

児
童
が
目
標
や
好
き
な
も

　

作
成
し
た
鹿
マ
ッ
プ
は

同
署
１
階
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
同

署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

出
も
検
討
し
て
い
る
。

（
写
真
は
鹿
と
車
の
衝
突

急
増
を
受
け
て

赤
穂
署
が
作
成

し
た
マ
ッ
プ
）

卓
球
サ
ー
ク
ル
で
週
５
日

練
習
に
励
む
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
卓
球
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
南
達
也
さ
ん
＝
明
石

市
＝
を
は
じ
め
コ
ー
チ
の

指
導
で
力
を
つ
け
、
２
年

前
か
ら
は
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
も
取
り
組

む
。
昨
冬
に
バ
ー
レ
ー
ン

で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス

パ
ラ
競
技
大
会
は
シ
ン
グ

ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
で
優

勝
。
今
年
９
月
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
で
個
人

３
位
に
入
る
な
ど
国
際
大

会
で
も
結
果
を
出
し
、
３０

位
以
内
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
の
可
能
性
が
高
ま

る
と
い
わ
れ
る
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
は
自
身
過
去
最
高

の
５２
位
に
浮
上
し
た
。

　

今
大
会
の
個
人
戦
計
５

試
合
で
失
っ
た
の
は
準
決

勝
の
１
セ
ッ
ト
の
み
。

「
競
っ
た
場
面
で
も
落
ち

着
い
て
立
て
直
せ
た
。
過

去
２
回
の
優
勝
よ
り
も
内

容
が
良
い
」
と
実
力
向
上

に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。「
ま
ず
は
来
年

度
も
日
本
代
表
に
選
ば
れ

て
海
外
遠
征
に
参
加
し
た

い
。
世
界
の
強
豪
に
勝
っ

て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
一
つ
で

も
上
げ
た
い
」
と
語
る
先

に
し
っ
か
り
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
見
据
え
て

い
る
。（
写
真
は
全
日
本
パ

ラ
卓
球
選
手
権
大
会
で
シ

ン
グ
ル
ス
３
連
覇
の
北
川

雄
一
朗
さ
ん
。
ダ
ブ
ル
ス

も
制
し
２
冠
を
飾
っ
た
）

　

校
舎
や
運
動
場
を
合
計

約
３
万
２
０
０
０
個
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
で
飾
り
付
け
た

一
夜
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
が

加
里
屋
の
赤
穂
小
学
校

（
北
里
浩
士
校
長
、
児
童

数
４
０
２
人
）
で
１１
月
２６

日
夜
に
あ
り
、
赤
と
緑
の

電
球
で
彩
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
や
光
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
が
輝
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
制

の
を
書
い
た
紙
を
外
側
に

張
り
、
中
か
ら
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
。
中
庭
は
周
囲
の
校

舎
壁
面
や
渡
り
廊
下
に
巡

ら
せ
た
「
光
の
カ
ー
テ

ン
」
が
幻
想
的
な
空
間
を

演
出
し
、「
ま
る
で
光
の

国
」
と
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
仲
間
と

見
に
来
た
６
年
の
青
木
彩あ

や

愛な

さ
ん（
１２
）＝
南
野
中
＝

は
「
と
っ
て
も
き
れ
い

で
、
普
段
の
学
校
と
別
の

場
所
み
た
い
」。
げ
ん
こ

つ
ク
ラ
ブ
代
表
の
佐
用
大

輔
さ
ん（
４６
）＝
中
広
＝
は

「
喜
ん
で
も
ら
え
て
、
や

っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。
子

ど
も
に
も
保
護
者
に
も
良

い
思
い
出
に
な
れ
ば
」
と

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
喜
ん

だ
。（
写
真
は
電
球
で
美

し
く
飾
り
付
け
ら
れ
た
赤

穂
小
学
校
の
中
庭
）

　

▼
…
柿
の
木
に
「
ウ
サ

ギ
の
実
」
＝
塩
屋
の
主

婦
、
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん（
６４
）が

自
宅
近
く
に
所
有
す
る
柿

の
木
に
、
ま
る
で
ウ
サ
ギ

の
顔
の
よ
う
な
形
を
し
た

果
実
が
実
り
、
話
題
に
な

っ
て
い
る
。

　

Ｋ
さ
ん
の
話
で
は
、
祖

父
と
父
が
５０
年
ほ
ど
前
に

植
え
た
西
条
柿
。
他
の
柿

は
普
通
の
形
だ
っ
た
中
、

１
個
だ
け
特
殊
な
形
で
驚

い
た
と
い
う
。

　

２
本
の
耳
が
あ
る
よ
う

な
形
は
、
ま
さ
に
ウ
サ

ギ
。「
こ
ん
な
形
の
柿
は

初
め
て
見
ま
し
た
」
と
Ｋ

さ
ん
。「
来
年
は
う
さ
ぎ

年
な
の
で
、
し
ば
ら
く
飾

っ
て
孫
に
も
見
せ
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。（
写
真

は
ま
る
で
ウ
サ
ギ
の
顔
の

よ
う
な
形
を
し
た
柿
）

　

パ
ラ
卓
球
の
全
日
本
選

手
権
大
会
（
１１
月
１９
・
２０

日
、
東
京
都
調
布
市
）
で

関
西
福
祉
大
２
年
の
北
川

雄
一
朗
さ
ん（
２０
）＝
相
生

市
那
波
野
＝
が
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
（
車
い
す
ク
ラ
ス

３
）
で
３
連
覇
。
初
優
勝

の
ダ
ブ
ル
ス
と
合
わ
せ
て

２
冠
に
輝
い
た
。

　

北
川
さ
ん
は
指
定
難
病

の
ア
ン
ト
レ
ー
・
ビ
ク
ス

ラ
ー
症
候
群
で
足
な
ど
に

生
ま
れ
つ
き
障
が
い
が
あ

る
。
小
学
６
年
の
時
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
日
本

代
表
の
別
所
キ
ミ
ヱ
さ
ん

の
講
演
を
聴
い
た
の
を
き

っ
か
け
に
中
学
で
卓
球
部

に
入
部
。
は
じ
め
は
義
足

を
着
け
、
高
さ
調
整
の
踏

み
台
に
上
が
っ
て
プ
レ
ー

し
て
い
た
が
、
大
会
で
は

踏
み
台
を
使
用
で
き
な
い

た
め
車
い
す
卓
球
に
転
向

し
た
。
中
２
で
全
日
本
選

手
権
の
個
人
戦
ベ
ス
ト
８

に
入
っ
て
日
本
代
表
に
初

選
出
さ
れ
、「
も
っ
と
上

を
目
指
し
た
い
」
と
競
技

者
と
し
て
卓
球
に
取
り
組

む
気
持
ち
を
固
め
た
。

　

両
親
が
自
宅
に
作
っ
て

く
れ
た
練
習
場
と
大
学
の

区
の
国
道
２
５
０
号
線
で

も
多
発
。
同
署
交
通
課
の

分
析
で
は
、
４
件
に
３
件

の
割
合
で
夜
８
時
か
ら
翌

朝
４
時
に
か
け
て
発
生
し

て
い
る
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
今
年

発
生
し
た
事
故
で
は
「
け

が
人
は
発
生
し
て
い
な

い
」
と
い
う
が
、
車
両
が

大
破
し
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
重
大
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
性
は
高
い
。
今
年

１０
月
に
は
北
海
道
で
エ
ゾ

シ
カ
と
衝
突
し
た
ワ
ゴ
ン

車
が
対
向
車
線
に
は
み
出

し
て
ト
ラ
ッ
ク
と
衝
突

し
、
３
人
が
死
傷
し
た
事

故
が
起
き
て
い
る
。

　

通
勤
で
高
取
峠
を
通
る

会
社
員
男
性
は
「
道
路
脇

に
鹿
が
い
る
こ
と
は
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
。常
に『
鹿
が
飛

び
出
し
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
』
と
警
戒
し
な
が
ら

運
転
し
て
い
る
」と
話
す
。

　

同
課
の
喜
多
村
勇
輔
課

長
は
「
ス
ピ
ー
ド
は
控
え

め
に
。
鹿
は
群
れ
で
行
動

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

１
頭
見
か
け
た
ら
２
頭
目

に
気
を
付
け
て
」
と
衝
突

回
避
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
、「
も
し
、
鹿
な
ど
野
生

動
物
と
衝
突
し
た
場
合
は

警
察
へ
の
通
報
も
忘
れ
ず

に
」と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

赤
穂
市
内
で
自
動
車
と

鹿
が
衝
突
す
る
交
通
事
故

が
今
年
に
入
っ
て
急
増
し

て
お
り
、
赤
穂
署
が
注
意

喚
起
の
た
め
の
「
赤
穂
市

鹿
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

た
。
昨
年
１
月
以
降
に
管

内
で
鹿
が
関
係
し
た
事
故

の
発
生
場
所
を
地
図
上
に

表
示
。
多
発
箇
所
が
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

同
署
の
ま
と
め
で
は
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
管
内

で
発
生
し
た
鹿
と
車
の
衝

突
事
故
は
１０
月
末
時
点
で

３６
件
。
昨
年
１
年
間
の
発

生
件
数
２７
件
を
す
で
に
超

え
、
最
近
８
年
間
で
最
多

と
な
っ
て
い
る
。
例
年
１０

月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
数

が
増
え
、
今
後
さ
ら
に
リ

ス
ク
が
高
ま
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

従
来
か
ら
発
生
が
集
中

し
て
い
た
国
道
２
５
０
号

線
の
高
取
峠
、
県
道
赤
穂

佐
伯
線
の
ほ
か
、
今
年
は

新
田
か
ら
三
石
へ
続
く
県

道
岡
山
赤
穂
線
、
福
浦
地

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

最
近
８
年
間
で
事
故
最
多

鹿
の
飛
び
出
し
に
注
意

鹿
の
飛
び
出
し
に
注
意

赤
穂
署
が
マ
ッ
プ
を
作
成

まるで「光の国」まるで「光の国」
赤穂小で一夜限りの

イルミネーション
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人
気
で
す
。ポ
イ
ン
セ
チ

ア
と
一
緒
に
飾
っ
て
み
て

ね
。見
元
園
芸
さ
ん
の
か

わ
い
い
パ
ン
ジ
ー
、ビ
オ

ラ
が
今
年
も
入
荷
し
ま
し

た
。個
性
的
な
お
花
を
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
。そ
の
他
に
も
、育
種
家

さ
ん
の
パ
ン
ジ
ー
、ビ
オ

ラ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

ネ
。寄
植
植
替
承
り
ま
す
。

ご
予
算
に
応
じ
て
お
作
り

し
ま
す
。混
み
合
い
ま
す

の
で
お
早
目
に
。「
㈲
米
口

グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」

木
津
☎
４６
・
８
０
０
１（
１０

時
〜
１６
時
４５
分
）

　

▼
野
球
塾・
塾
生
募
集

＝
小
学
生
以
上
。未
経
験

者
大
歓
迎
。野
球
が
好
き

な
子
、上
手
く
な
り
た
い

子
、無
料
体
験
実
施
中
。お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」鷆
和
☎
45
・
０

０
６
４（
担
当
／
大
河
）

　

▼
気
と
ツ
ボ
の
健
康
講

演
会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元

気
に
生
き
る
た
め
の
気
と

ツ
ボ
と
癒
し
の
話
で
す
。

１２
月
４
日（
日
）１０
時
～
１１

時
半
、赤
穂
市
民
会
館
２

階
第
３
事
務
室
○
赤
穂
元

気
に
な
ろ
う
会
／
気
と
ツ

ボ
と
丹
田
呼
吸
法
を
共
に

学
び
ま
し
ょ
う
。１２
月
４

日（
日
）１３
時
半
～
１５
時
、

2
階
教
養
室
。参
加
無
料
。

健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
。☎
０
９
０
・
９
７
７
９

・
０
４
９
０（
祷と

う

慈じ

）

　

▼「
呑
海
楼
」ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／
時

間
要
相
談
。９
６
０
円
〜

②
仲
居
／
６
時
半
〜
１１

時
。１４
時
半
〜
２２
時
。１
０

０
０
円
〜
③
客
室
清
掃
／

９
時
〜
１５
時
。９
６
０
円

〜
④
料
理
運
び（
裏
方
）

／
１８
時
〜
２２
時
。９
６
０

円
〜
。高
校
生
歓
迎
⑤
食

洗
／
７
時
〜
１０
時
半
。１８

時
〜
２２
時
。９
６
０
円
〜

◎
未
経
験
者
Ｏ
Ｋ
。日
数
、

時
間
と
も
に
要
相
談
。御

崎
１
３
１
☎
４２
・
６
６
０

１
　

▼
旅
館「
対
鴎
舘
」＝
○

仲
居
／
朝
食
７
時
〜
１０

時
。夕
食
１４
時
３０
分
〜
２１

時
。時
給
１
１
０
０
円
〜

○
浴
場
清
掃
ス
タ
ッ
フ
／

９
時
〜
１２
時
。時
給
１
０

０
０
円
〜
○
フ
ロ
ン
ト
・

事
務
／
７
時
〜
２１
時（
時

間
要
相
談
）。時
給
９
６
０

円
。御
崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
接
客（
営
業
補
助
、お

子
様
対
応
）＝
勤
務
１０
時

〜
１７
時（
時
間
は
応
相
談
）

※
土
日
祝
勤
務
で
き
る

方
。時
給
１
０
０
０
円
〜
。

高
性
能
な
デ
ザ
イ
ン
住
宅

を
赤
穂
で
建
築
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
工
務
店
で

す
。人
と
関
わ
る
事
が
大

好
き
な
方
、お
家
や
イ
ン

テ
リ
ア
が
大
好
き
な
方
、

大
歓
迎
で
す
。「
㈱
ア
ー
ル

・
ホ
ー
ム
」加
里
屋
33
の
1

☎
56
・
６
６
６
６

　

▼
折
込
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
翌
日
の
新
聞
朝
刊
に
入

れ
る
折
込
チ
ラ
シ
を
機
械

で
ま
と
め
る
作
業
で
す
。

午
前
１１
時
〜
（
曜
日
に
よ

り
変
動
）お
昼
の
時
間
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

時
給
９
６
０
円
〜
○
配
達

さ
ん
募
集
／
毎
朝
Ａ
Ｍ
２

時
か
ら
１
時
間
半
程
度
。

地
区（
塩
屋
磯
浜
方
面
）。

配
達
料
６
〜
７
万
円（
部

数
に
よ
り
ま
す
）。「
神
戸

新
聞
赤
穂
専
売
所
」加
里

屋
☎
４３
・
５
７
０
０

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集（
パ

ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
）＝
９

時
半
〜
１５
時
の
間
で
３

〜
５
時
間
ぐ
ら
い
。週
３

〜
５
日
。時
給
１
０
０
０

円
〜
（
能
力
給
あ
り
）。土

日
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
募

集
。そ
の
他
は
面
談
の
上

で
。カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」

尾
崎
☎
４２
・
１
６
１
６

　

▼
瀬
戸
内
の
小
さ
な
ホ

テ
ル「
ミ
サ
キ
テ
ラ
ス
」＝

○
清
掃
ス
タ
ッ
フ
11
時
～

15
時
。時
給
１
２
０
０
円

○
リ
ネ
ン
ス
タ
ッ
フ
13
時

～
18
時
。時
給
９
６
０
円
。

☎
０
９
０
・
１
４
８
２
・
３

３
５
５（
内
海
）

　

▼
花・
野
菜
苗
生
産
ス

タ
ッ
フ
募
集
＝
業
務
拡
大

の
た
め
数
名
募
集
。女
性

ス
タ
ッ
フ
活
躍
中
。
９
時

〜
１６
時
の
間
で
３
時
間
以

上
、週
３
日
以
上
可
能
な

方
。
時
給
９
６
０
円
〜

（
土
曜
、祝
日
は
割
増
あ

り
）。勤
務
時
間
、日
数
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。詳
細

は
面
談
に
て
。お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。「
㈲

米
口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ

ー
」木
津
☎
４８
・
０
７
８
６

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所

（
12
月
各
水
曜
１３
〜
１７
時
）

＝
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

不
安
や
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
ま
す
○
一
般
相
談
７

日
・
２８
日
○
弁
護
士
相
談

２１
日（
要
予
約
）○
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
相
談
７
日
・
２８

日（
要
予
約
）※
相
談
無
料

・
秘
密
厳
守
。「
赤
穂
市
社

会
福
祉
協
議
会
」中
広
☎

42
・
１
３
９
７

　

▽
４
日
＝
三
木
内
科

（
加
里
屋
４２
の
１３
）☎
４２
・

１
７
７
１　

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
８
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
１
１
１
０
円

２
㌧
未
満
６
９
３
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
4
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
8
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
1
１
1
０
円

セ
レ
ナ
級
６
9
３
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
多
く

の
人
達
か
ら
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

電
気
の
お
困
り
事
か
ら
家

電
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・

修
理
・
販
売
・
お
庭
の
草
抜

き
等
や
介
護
用
手
す
り
の

設
置
、家
具
の
移
動
等
、自

分
で
は
無
理
と
思
っ
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼
着
付
・
エ
ス
テ
（
脱

毛
含
む
）・
焼
き
菓
子
の

複
合
施
設
＝
２
０
２
３
年

成
人
式
受
付
終
了
。
２
０

２
４
年
成
人
式
着
付
け
承

り
ま
す
○
エ
ス
テ
全
般
、

気
に
な
る
方
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。「
ラ
・
シ
ュ
シ
ュ
」

尾
崎
☎
０
８
０
・
９
１
６

０
・
２
８
４
３（
佐
井
）

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

45
・
0
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、家
、倉
庫
の
片
付
け
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。見
積

も
り
無
料
。店
舗
営
業
日

（
土
・
日
／
１１
時
〜
１６

時
）。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」
坂
越

２
０
２
４
☎
０
９
０
・
１

２
４
０
・
７
４
６
１　

　

▼
数
量
限
定
洗
車
プ
リ

カ
発
売
中
＝
ガ
ソ
リ
ン
２０

㍑
付
き
５
０
０
０
円
。
無

く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
随
時
募
集

中
。ガ
ソ
リ
ン
最
安
、オ
イ

ル
交
換
無
料
、車
検
割
引

な
ど
特
典
い
っ
ぱ
い
で
年

会
費
１
５
０
０
円
。お
気

軽
に
ス
タ
ッ
フ
ま
で
。「
㈱

明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ
ー

ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん
前
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
☎
４６
・
３

１
７
７

　

▼
餃
子
屋
か
ら
の
お
礼

＝
一
周
年
感
謝
セ
ー
ル
中

は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。ま
ち
の
餃
子
屋
と

し
て
根
付
い
て
い
く
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
○
黒
豚
入

り
餃
子（
生
・
焼
き
）
５
０

０
円
○
牛
タ
ン
入
り
餃
子

（
生
・
焼
き
）
５
０
０
円
○

ミ
ッ
ク
ス
餃
子（
生
・
焼

き
）６
５
０
円
。手
づ
く
り

で
各
15
個
入
で
す
。鷆
和

１
１
２
０
（
赤
穂
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
横
）☎

４５
・
０
０
６
４

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

１２
月
３
日『
ラ
フ
ラ
ン
ス

（
洋
梨
）の
タ
ル
ト
』、
５

日『
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル
』を

１
０
８
０
円
に
て
販
売
し

て
お
り
ま
す
。（
営
）１０
〜

１７
時
。駅
前（
商
議
所
北
）

☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
玉
手
箱
お
せ
ち
受
付

中
。イ
ン
ス
タ
み
て
ね
＝

長
角
和
紙
重
２
段
、
２
万

５
８
０
０
円（
4
人
前
）。

正
月
オ
ー
ド
ブ
ル
１
万
円

（
4
～
5
人
前
）。ご
予
約

は
お
電
話
に
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。赤
穂
野
菜

と
地
魚
の
店「
五め

月い

」中
銀

裏
☎
56
・
６
２
２
１

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
た
だ
今
、冬

仕
度
応
援
セ
ー
ル
開
催

中
。
８
日（
木
）ま
で
。期

間
中
、大
き
く
立
派
な
畑

抜
き
葉
ぼ
た
ん
は
特
価
ご

奉
仕
価
格
２
９
８
円
に
て

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。ミ

ニ
ハ
ボ
タ
ン
も
種
類
豊
富

に
揃
い
ま
し
た
。寄
植
や

花
壇
に
植
え
て
み
て
ね
。

す
ぐ
に
飾
れ
る
植
込
済
の

ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
葉
ぼ

た
ん
植
も
期
間
中
特
価
９

９
９
円
と
お
買
得
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
か
わ
い
い

資
材
や
ト
ム
テ
人
形
な
ど
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に
広
が
る
レ
コ
ー
ド
の
サ

ウ
ン
ド
を
鑑
賞
し
た
「
ビ

ー
ト
ル
ズ
レ
コ
ー
ド
音
楽

祭
」）

て
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
雇
用
を
生
ん
で
お

り
、
地
元
経
済
に
と
っ
て

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
」

―
―
そ
ん
な
中
、
赤
穂
商

工
会
議
所
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

「
ま
ず
は
中
小
零
細
と

言
わ
れ
る
小
規
模
事
業
者

へ
の
伴
走
型
の
経
営
サ
ポ

ー
ト
で
す
。
従
来
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
た
役
割
で
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
救
い
を
求
め
て
い

る
小
規
模
事
業
所
に
対
し

―
―
赤
穂
市
内
の
現
在
の

商
業
経
済
状
況
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
ま
す
か
。

　

「
人
口
減
に
よ
る
経
済

の
縮
小
が
ス
パ
イ
ラ
ル
的

に
進
ん
で
い
ま
す
。
商
店

が
大
規
模
化
し
、
地
元
の

既
存
の
店
舗
の
数
が
か
な

り
減
っ
て
い
ま
す
。
特
に

高
齢
化
で
廃
業
さ
れ
る
事

業
所
が
多
い
。
そ
れ
で

も
、
市
外
の
方
か
ら
よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、
観
光
資

源
が
あ
り
、
ま
ち
の
知
名

度
が
あ
り
、
多
種
多
様
な

上
場
企
業
の
工
場
が
あ
っ

　

▼
…
泊
ま
り
が
け
で
来

場
も
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
レ
コ

ー
ド
音
楽
祭
」
＝
２０
世
紀

を
代
表
す
る
世
界
的
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
の
楽
曲
を
レ
コ

ー
ド
で
鑑
賞
す
る
「
第
１

回
ビ
ー
ト
ル
ズ
レ
コ
ー
ド

音
楽
祭
」
が
１１
月
２５
日
、

中
広
の
赤
穂
化
成
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

約
１
３
０
人
が
来
場
。
ス

ク
リ
ー
ン
に
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
画
像
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
で
映
し
出
さ
れ
る
中
、

ホ
ー
ル
に
広
が
る
サ
ウ
ン

ド
に
浸
っ
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
６０
周
年
を
記

念
し
て
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
に

関
す
る
２
万
点
を
超
え
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
有
す

る
加
里
屋
の
「
ビ
ー
ト
ル

ズ
文
化
博
物
館
」（
岡
本
備

館
長
）
が
主
催
し
た
。
同

館
の
開
設
に
協
力
し
た
牟

礼
正
稔
市
長
、
赤
穂
仁
泉

病
院
の
深
井
光
浩
院
長
の

ほ
か
、
参
議
院
議
員
の
片

山
大
介
氏
を
特
別
ゲ
ス
ト

に
招
き
、「
ヒ
ア
・
カ
ム

ズ
・
ザ
・
サ
ン
」「
レ
ッ

ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
お
気
に
入

り
の
曲
を
再
生
。
岡
本
館

長
が
レ
コ
ー
ド
盤
に
慎
重

に
針
を
落
と
す
と
、
ホ
ー

ル
に
音
量
が
広
が
っ
た
。

　

来
場
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
か
け

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

「
イ
ン
・
マ
イ
・
ラ
イ

フ
」
な
ど
３
曲
を
披
露
。

岡
本
館
長
が
中
学
時
代
に

最
初
に
聴
い
て
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
魅
力
に
は
ま
っ
た
と

い
う
「
ア
・
ハ
ー
ド
・
デ

イ
ズ
・
ナ
イ
ト
」
は
ア
ル

バ
ム
片
面
を
通
し
で
再
生

し
た
。

　

１４
歳
か
ら
ビ
ー
ト
ル
ズ

を
聴
き
続
け
て
い
る
と
い

う
名
古
屋
市
の
榊
原
久
美

子
さ
ん（
７１
）は
泊
ま
り
が

け
で
来
穂
。「
す
ば
ら
し

い
音
質
で
、
も
っ
と
も
っ

と
聴
き
た
か
っ
た
」
と
興

奮
が
冷
め
な
か
っ
た
。
岡

本
館
長
は
「
２
回
、
３

回
、
４
回
と
回
を
重
ね

て
、
レ
コ
ー
ド
と
Ｃ
Ｄ
の

聴
き
比
べ
や
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
演
奏
な
ど
も
や

っ
て
み
た
い
」
と
熱
く
語

っ
た
。（
写
真
は
ホ
ー
ル

　 　

　 　

　 　　　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

赤
穂
商
工
会
議
所
新
会
頭

「
伴
走
支
援
と
環
境
作
り
」

目
木
敏
彦
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

て
商
工
会
議
所
の
職
員
が

実
践
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

ま
で
商
工
会
議
所
の
会
員

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
２
、
３
年

は
逆
に
回
復
し
ま
し
た
」

　

「
も
う
一
つ
は
赤
穂
で

事
業
を
継
続
し
て
い
た
だ

け
る
企
業
留
置
へ
の
環
境

づ
く
り
で
す
。
新
た
な
企

業
誘
致
も
大
切
で
す
が
、

現
在
立
地
し
て
い
る
既
存

の
企
業
に
引
き
続
き
と
ど

ま
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

大
事
で
す
」

―
―
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
か
。

　

「
伴
走
型
の
サ
ポ
ー
ト

と
は
、
事
業
者
の
売
り
上

げ
と
利
益
を
増
加
さ
せ
る

た
め
に
直
接
引
っ
張
っ
て

い
く
ス
タ
イ
ル
の
経
営
指

導
で
す
。
５
か
年
の
経
営

発
達
支
援
計
画
と
し
て
昨

年
、
経
済
産
業
省
の
認
可

を
得
ま
し
て
、
そ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

数
値
目
標
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
こ
ま
で
一
緒
に
走

れ
た
か
と
い
う
点
を
重
視

し
た
い
。
そ
れ
と
、
国
や

県
が
出
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
策
、
補
助
の
制

度
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い

く
こ
と
も
商
工
会
議
所
の

仕
事
で
す
」

　

「
既
存
企
業
が
事
業
継

続
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
企
業
が
困
っ

て
い
る
こ
と
や
ニ
ー
ズ
を

定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
、
要
望
を
取
り
ま

と
め
て
行
政
に
提
言
し
て

い
く
。赤
穂
市
が
今
年『
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
』を
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
う
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
か
、
ま
だ
見
え
て

い
な
い
状
況
で
す
。
市
の

考
え
も
あ
る
で
し
ょ
う
が

企
業
側
の
声
も
伝
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。
行

政
と
企
業
と
の
間
の
潤
滑

油
に
な
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」（
写
真
は
第
１０
代

会
頭
就
任
に
際
し
て
抱
負

を
語
る
目
木
敏
彦
氏
）
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（
塩
屋
小
４
）
高
畑
花
南

（
塩
屋
小
４
）
呉
山
結
菜

（
赤
穂
小
４
）
赤
松
羽
南

（
高
雄
小
３
）
霜
田
佳
孜

（
塩
屋
小
３
）
神
園
桜
空

（
高
雄
小
３
）
中
西
花

（
城
西
小
３
）
安
田
有
吾

（
坂
越
小
３
）川
口
奏
（
塩

屋
小
３
）染
山
り
の（
御
崎

小
２
）尾
崎
結
愛（
塩
屋
小

２
）
吉
田
陵
馬
（
塩
屋
小

２
）
戸
川
莉
愛
（
塩
屋
小

２
）
野
中
爽
良
（
城
西
小

１
）（
写
真
は
市
民
会
館

で
開
か
れ
て
い
る
義
士
祭

学
童
書
道
展
）

さ
ん
。
敬
称
略
。

　
▽
大
石
内
蔵
助
賞
＝
弓

張
真
緒（
赤
穂
東
中
３
）▽

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝

藤
田
莉
沙（
赤
穂
西
中
２
）

▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

＝
網
干
由
菜
（
赤
穂
東
中

１
）
▽
赤
穂
義
士
祭
奉
賛

会
賞
＝
南
和
花
（
塩
屋
小

６
）
▽
赤
穂
書
道
会
賞
＝

村
上
紗
菜（
赤
穂
西
中
３
）

安
延
芽
衣（
赤
穂
東
中
３
）

目
木
茉
奈
佳
（
赤
穂
東
中

２
）原
田
萌
七
子（
赤
穂
中

２
）山
根
楓
可（
赤
穂
西
中

１
）
冨
田
花
穂
（
塩
屋
小

６
）
豊
岡
空
海
（
塩
屋
小

５
）山
本
航
平（
赤
穂
西
小

４
）
細
尾
芽
杏
（
尾
崎
小

３
）
仲
前
花
夏
（
塩
屋
小

２
）
▽
そ
の
他
の
入
賞
者

＝
寺
谷
優
華
（
赤
穂
西
中

３
）田
中
風
羽（
赤
穂
東
中

３
）
中
谷
真
綾
（
赤
穂
中

３
）春
名
杏
美（
赤
穂
東
中

３
）内
藤
詩
乃（
赤
穂
東
中

３
）
濱
田
七
海
（
赤
穂
中

３
）安
藤
優
珠（
赤
穂
東
中

３
）
鞍
谷
虹
桃
（
赤
穂
中

２
）森
山
絢
音（
賢
明
女
子

中
２
）島
田
菜
々
子（
赤
穂

西
中
２
）大
薗
か
か（
赤
穂

東
中
２
）山
之
口
美
咲（
赤

穂
西
中
２
）山
田
莉
瑚（
赤

穂
中
２
）八
木
結
衣
菜（
赤

関
福
大
生
が
姫
路

で「
忍
者
学
校
」

　
子
ど
も
た
ち
に
体
を
動

か
し
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
関
西

福
祉
大
学
保
健
教
育
学
科

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

１２
月
３
日
（
土
）
と
４
日

（
日
）、
姫
路
市
西
延
末
の

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
・
ウ
イ

ン
ク
体
育
館
前
で
小
学
生

対
象
の
イ
ベ
ン
ト
「
忍
者

学
校
〜
忍
者
に
な
り
き
っ

て
体
を
動
か
そ
う
！
」
を

開
催
す
る
。

　
「
隠
れ
身
」「
忍
び
歩

き
」
な
ど
忍
者
の
修
行
に

な
ぞ
ら
え
、「
走
る
」「
跳

ぶ
」「
投
げ
る
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
身
体
活
動
の

機
会
を
提
供
す
る
。

　
午
前
９
時
半
〜
１１
時
半

（
４
日
は
午
後
０
時
半
ま

で
）。
参
加
無
料
で
各
日

先
着
６０
人
を
受
付
中
。
当

日
受
付
も
可
。
問
い
合
わ

せ
は
メ
ー
ル（gakuse

ihanako8  gm
a

il.com

）
ま
た
は
☎
０

９
０
・
９
７
０
２
・
０
５

８
２
（
市
橋
さ
ん
）。

動
す
る
宮
本
さ
ん
は
、
そ

の
翌
年
の
第
１
１
０
回
赤

穂
義
士
祭
に
観
光
ガ
イ
ド

協
会
の
推
薦
で
義
士
行
列

に
出
演
。
役
柄
を
理
解
し

よ
う
と
読
ん
だ
『
義
士
銘

々
伝
』
で
喜
兵
衛
が
槍
印

と
し
て
短
冊
を
付
け
て
討

ち
入
っ
た
逸
話
を
知
っ

た
。
書
道
が
上
手
な
孫
に

頼
ん
で
短
冊
を
用
意
。
主

催
者
の
了
解
を
得
て
槍
に

結
ん
だ
。
観
客
か
ら
は
気

付
か
れ
な
か
っ
た
が
、
喜

兵
衛
を
偲
び
つ
つ
行
列
を

歩
い
た
と
い
う
。

　
短
冊
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
宮

本
さ
ん
は
「
ぜ
ひ
、
義
士

行
列
で
も
間
喜
兵
衛
の
小

道
具
に
槍
印
を
加
え
て
ほ

し
い
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
紹

介
し
れ
も
ら
え
れ
ば
、
観

客
も
注
目
し
て
く
れ
る
は

ず
」
と
話
す
。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
討
ち

入
り
に
は
間
喜
兵
衛
の
他

に
冨
森
助
右
衛
門
と
小
野

寺
十
内
も
槍
印
を
付
け
、

大
石
内
蔵
助
は
萱
野
三
平

の
名
前
を
記
し
た
短
冊
を

槍
に
付
け
て
い
た
と
い

う
。

　
赤
穂
義
士
祭
の
義
士
行

列
で
は
、
内
蔵
助
は
陣
太

鼓
を
打
ち
な
が
ら
行
進
す

る
た
め
槍
を
持
た
な
い

が
、
間
喜
兵
衛
と
冨
森
助

右
衛
門
、
小
野
寺
十
内
は

そ
れ
ぞ
れ
小
道
具
に
槍
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。（
写
真
は
間
喜
兵
衛

役
で
出
演
し
た
２
０
１
３

年
の
赤
穂
義
士
祭
で
、
逸

話
に
基
づ
き
槍
に
和
歌
短

冊
を
付
け
た
宮
本
昭
光
さ

ん
＝
本
人
提
供
）

仕
入
れ
高
騰
と

人
不
足
一
服
か

景
気
動
向
調
査

　
赤
穂
商
工
会
議
所
が
四

半
期
ご
と
に
実
施
す
る
景

気
動
向
調
査
の
２
０
２
２

年
７
～
９
月
期
の
結
果
が

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
、
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ
が
前
期
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
人
手

不
足
感
を
表
す
雇
用
Ｄ
Ｉ

も
５
期
ぶ
り
に
下
落
し
、

経
営
を
苦
し
め
て
い
る
仕

入
価
格
高
騰
と
人
不
足
の

一
服
感
が
伺
え
る
。

　
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
（
数
値

が
低
い
ほ
ど
仕
入
単
価
が

高
い
と
感
じ
る
事
業
者
が

多
い
）
は
マ
イ
ナ
ス
１
１

９
・
８
で
前
期
（
マ
イ
ナ

ス
１
１
６
・
９
）
か
ら
さ

ら
に
下
が
っ
た
も
の
の
、

下
げ
幅
が
縮
小
し
た
。
来

期
の
先
行
き
見
通
し
は
マ

イ
ナ
ス
９５
・
６
と
な
っ
て

お
り
、
１
年
以
上
に
わ
た

っ
て
続
く
仕
入
れ
の
高
騰

が
、
こ
れ
以
上
は
進
ま
な

い
と
の
見
方
が
出
始
め
て

い
る
よ
う
だ
。

　
前
期
５５
・
１
だ
っ
た
雇

用
Ｄ
Ｉ
は
４１
・
８
に
改

善
。
来
期
の
先
行
き
見
通

し
は
３４
・
１
で
、
人
手
不

足
が
緩
和
さ
れ
る
と
の
予

測
が
み
ら
れ
る
。

　
調
査
は
管
内
の
１
２
０

社
を
対
象
に
９１
社
が
回

答
。
売
上
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ

ス
２５
・
３
（
前
期
２７
・

０
）
で
わ
ず
か
な
が
ら
回

復
。
６
つ
に
分
類
さ
れ
る

業
種
別
で
は
建
設
業
、
製

造
業
な
ど
で
マ
イ
ナ
ス
が

続
い
た
中
、
サ
ー
ビ
ス
業

は
３０
・
０
で
唯
一
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
る
。

　
▼
…
義
士
行
列
の
小
道

具
に
槍
印
を
＝
赤
穂
義
士

の
間
喜
兵
衛
が
吉
良
邸
討

ち
入
り
時
に
槍
に
付
け
て

い
た
と
伝
わ
る
和
歌
短
冊

が
子
孫
か
ら
赤
穂
大
石
神

社
に
寄
贈
さ
れ
た
記
事

（
１１
月
２６
日
付
け
本
紙
）

を
受
け
て
、
播
州
赤
穂
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
宮
本
昭
光
さ
ん（
７９
）＝

加
里
屋
中
洲
＝
か
ら
「
義

士
祭
の
義
士
行
列
で
も
間

喜
兵
衛
の
槍
に
短
冊
を
付

け
る
と
よ
い
の
で
は
」
と

提
案
が
あ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
か
ら
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

和
助
＝
堀
政
彦
（
兵
庫

県
）
▽
杉
野
十
平
次
＝
豊

川
啓
次
郎
（
東
京
都
）
▽

間
新
六
＝
大
川
寛
（
赤
穂

市
）
▽
村
松
三
太
夫
＝
片

山
安
忠
▽
寺
坂
吉
右
衛
門

＝
早
野
和
志
▽
間
瀬
孫
九

郎
＝
安
永
俊
規

義
士
祭
学
童
書
道
展

市
民
会
館
で
４
日

ま
で
力
作
を
展
示

　
赤
穂
市
内
小
・
中
学
生

か
ら
作
品
を
募
集
し
た
第

５１
回
赤
穂
義
士
祭
奉
賛
学

童
書
道
展
が
１２
月
４
日

（
日
）ま
で
加
里
屋
中
洲
の

赤
穂
市
民
会
館
で
開
か
れ

て
い
る
。
６
７
７
人
か
ら

応
募
が
あ
り
、
６０
点
が
入

賞
し
た
。
２
階
中
会
議
室

で
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

半
（
４
日
は
４
時
半
ま

で
）。入
賞
者
は
次
の
み
な

穂
西
中
２
）池
上
幸
花（
赤

穂
東
中
２
）上
山
新
奈（
有

年
中
２
）神
園
司（
赤
穂
東

中
２
）竹
田
舞
衣（
赤
穂
東

中
２
）森
中
音
羽（
赤
穂
東

中
１
）河
野
瑠
菜（
赤
穂
中

１
）
鈴
木
渉
太
（
赤
穂
中

１
）
大
谷
結
愛
（
御
崎
小

６
）
千
﨑
梨
央
（
赤
穂
小

６
）
水
守
晏
珠
（
赤
穂
小

６
）
石
原
知
佳
（
赤
穂
小

６
）藤
本
小
有
来（
赤
穂
西

小
６
）霜
野
莉
玖（
尾
崎
小

５
）
山
本
暖
大
（
塩
屋
小

５
）福
本
新（
城
西
小
５
）

上
住
か
な
え（
塩
屋
小
４
）

河
原
芽
依（
御
崎
小
４
）井

手
陽
菜（
原
小
４
）寺
田
薫

義
士
行
列
の

出
演
者
決
定

　
赤
穂
義
士
祭
奉
賛
会
は

第
１
１
９
回
赤
穂
義
士
祭

（
１２
月
１４
日
）
の
忠
臣
蔵

パ
レ
ー
ド
で
メ
ー
ン
を
飾

る
「
義
士
行
列
」
の
出
演

者
４７
人
を
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
。

　
大
石
内
蔵
助
役
は
俳
優

の
中
村
雅
俊
さ
ん
。
坂
越

地
区
自
治
会
連
合
会
の
２１

人
に
公
募
参
加
の
１７
人
、

各
種
団
体
か
ら
の
８
人
で

編
成
し
た
。
大
石
主
税
役

と
矢
頭
右
衛
門
七
役
は
赤

穂
高
校
の
生
徒
会
役
員
が

務
め
る
。

　
役
柄
と
出
演
者
は
次
の

み
な
さ
ん
。
か
っ
こ
内
は

住
所
、
所
属
。
表
記
の
な

い
人
は
坂
越
地
区
自
治
会

連
合
会
。
敬
称
略
。

　
〔
表
門
隊
〕

　
▽
大
石
内
蔵
助
＝
中
村

雅
俊
（
特
別
出
演
）
▽
小

野
寺
幸
右
衛
門
＝
酒
井
増

二
▽
神
崎
与
五
郎
＝
寺
井

秀
光
▽
間
十
次
郎
＝
前
田

直
毅
▽
間
瀬
久
太
夫
＝
福

原
雅
文
▽
原
惣
右
衛
門
＝

北
山
智
大
▽
堀
部
弥
兵
衛

＝
田
邊
悦
生
▽
片
岡
源
五

右
衛
門
＝
若
柳
高
春
（
兵

庫
県
）
▽
冨
森
助
右
衛
門

＝
谷
口
千
尋
（
赤
穂
市
）

▽
近
松
勘
六
＝
犬
伏
毅

（
徳
島
県
）
▽
奥
田
孫
太

夫
＝
濱
田
幹
洋
（
岡
山

県
）
▽
早
水
藤
左
衛
門
＝

網
家
亮
一
▽
大
高
源
五
＝

宮
崎
直
樹
（
京
都
府
）
▽

矢
田
五
郎
右
衛
門
＝
久
保

田
英
樹
（
兵
庫
県
）
▽
岡

嶋
八
十
右
衛
門
＝
里
谷
直

也
▽
村
松
喜
兵
衛
＝
横
尾

文
賢
（
大
阪
府
）
▽
武
林

唯
七
＝
安
部
伸
一
（
大
阪

府
）
▽
勝
田
新
左
衛
門
＝

岩
本
治
樹
▽
貝
賀
弥
左
衛

門
＝
冨
江
正
泰
（
兵
庫

県
）
▽
吉
田
沢
右
衛
門
＝

谷
口
正
也
（
兵
庫
県
）
▽

岡
野
金
右
衛
門
＝
前
川
勇

人
▽
横
川
勘
平
＝
門
田
守

弘
▽
矢
頭
右
衛
門
七
＝
奥

道
航
希
（
赤
穂
高
校
）

　
〔
裏
門
隊
〕

　
▽
大
石
主
税
＝
耳
田
拓

未
（
赤
穂
高
校
）
▽
吉
田

忠
左
衛
門
＝
奥
谷
昭
博
▽

間
喜
兵
衛
＝
服
部
一
治

（
岡
山
県
）
▽
小
野
寺
十

内
＝
山
田
拓
也
（
兵
庫

県
）
▽
潮
田
又
之
丞
＝
栗

栖
裕
文
（
赤
穂
市
）
▽
堀

部
安
兵
衛
＝
大
和
弘
▽
礒

貝
十
郎
左
衛
門
＝
麓
俊
貴

（
広
島
県
）
▽
赤
埴
源
蔵

＝
池
上
幸
志
（
赤
穂
市
）

▽
大
石
瀬
左
衛
門
＝
平
松

国
秀
▽
木
村
岡
右
衛
門
＝

山
崎
敏
明
▽
菅
谷
半
之
丞

＝
三
木
浩
▽
中
村
勘
助
＝

高
畑
卓
志
（
兵
庫
県
）
▽

不
破
数
右
衛
門
＝
松
原
崇

晃
（
赤
穂
市
）
▽
千
馬
三

郎
兵
衛
＝
畑
均
（
兵
庫

県
）
▽
前
原
伊
助
＝
住
所

義
夫
（
岡
山
県
）
▽
倉
橋

伝
助
＝
千
本
隆
（
兵
庫

県
）
▽
三
村
次
郎
左
衛
門

＝
佐
古
芳
行
▽
奥
田
貞
右

衛
門
＝
島
谷
明
光
▽
茅
野

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

【
め
ざ
せ
！　

さ
か
な
ク

ン
】

　
か
つ
て
炭
坑
夫
は
カ
ナ

リ
ア
が
入
っ
た
籠
を
持
っ

て
坑
道
を
進
み
ま
し
た
。

カ
ナ
リ
ア
は
有
毒
な
ガ
ス

な
ど
を
敏
感
に
察
知
し
、

そ
の
危
険
を
知
ら
せ
ま
し

た
。

　
私
た
ち
の
社
会
で
、
子

ど
も
が
そ
の
カ
ナ
リ
ア
の

働
き
を
し
て
く
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
的
に
弱
い
存
在
で
あ
る

子
ど
も
の
状
況
に
社
会
の

抱
え
る
問
題
が
映
さ
れ
る

か
ら
で
す
。

　
今
、
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ

て
い
る
課
題
が
あ
り
ま

す
。
約
２４
・
５
万
人
（
前

年
度
よ
り
約
５
万
人

増
）。
令
和
３
年
度
の
小

中
学
校
の
不
登
校
数
で

す
。
そ
の
約
半
数
が
、
理

由
に
「
怠
惰
等
」
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
学
校
で
の
学

び
に
意
味
を
見
い
だ
せ
て

い
な
い
子
ど
も
が
急
激
に

増
加
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
さ
に
、「
学
び
か
ら
の

逃
走
」
と
言
え
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
子
ど
も
は
学

ぶ
こ
と
が
大
好
き
。「
な

ん
で
？
」
と
い
う
好
奇
心

の
塊
で
す
。
成
長
と
と
も

に
ゆ
る
や
か
に
失
わ
れ
て

い
た
も
の
が
、
早
期
か
ら

急
激
か
つ
加
速
度
的
に
進

行
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち

に
で
き
る
対
処
法
を
探
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
一
つ
は
「
さ

か
な
ク
ン
」
が
示
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上

手
な
れ
」
と
い
い
ま
す
。

自
分
の
興
味
・
関
心
に
応

じ
て
、
知
的
好
奇
心
を
働

か
せ
没
頭
す
る
活
動
、
す

な
わ
ち
探
究
の
醍
醐
味
を

味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
わ
か
っ
た
！
で

き
た
！
で
も
、
も
っ
と
わ

か
り
た
い
！
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
！
な
ど
の
達

成
感
と
意
欲
を
持
た
せ
た

い
の
で
す
。

　
学
校
の
授
業
も
そ
の
よ

う
な
考
え
を
取
り
入
れ
一

人
一
人
に
応
じ
た
学
習

（
個
別
最
適
な
学
び
）
を

大
切
に
し
よ
う
と
改
善
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全

力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
わ

く
わ
く
感
と
さ
ま
ざ
ま
な

人
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の
出

会
い
が
子
ど
も
の
心
を
豊

か
に
し
な
や
か
に
育
て
、

学
び
へ
と
向
か
わ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
そ
の
礎
に
は
「
自
分
を

認
め
て
く
れ
る
」
と
い
う

安
心
感
と
「
自
分
の
話
を

聴
い
て
く
れ
る
」
と
い
う

信
頼
感
を
満
た
し
て
く
れ

る
場
が
必
要
で
す
。「
義

を
継
承
す
る
赤
穂
」
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
町
全
体
を

そ
の
よ
う
な
空
間
に
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。（
山
口
偉
一
・
教

職
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　 　

　 　

【第２回・餌やりさんのマナー】
　飼い主のいない猫、いわゆる野良猫に餌をあげ
ている人のことを猫業界では「餌やり」と呼ぶよ
うです。
　そして餌やりさんには「マナーのいい餌やり」
と「マナーの悪い餌やり」がいます。
　つい最近のこと。知り合いの餌やりさんから、
「私が餌をあげている場所に、赤穂市が作成した
『無責任に餌を与えない』という文言の看板が貼
られている。きちんと不妊手術をして繁殖しない
地域猫だと説明して欲しい」と、連絡を受けまし
た。
　その場所は、私たちが実施したクラウドファン
ディングの寄付金を使用し、今年の２月にTNR（野

良猫の不妊手術）を実施した場所でした。もちろんその餌やりさんは「この
猫たちの不妊手術費用に」と、寄付もしてくださいました。
　仕事休みの週末、朝日が昇る前に餌やりさんと待ち合わせをし、餌やりの
状況と看板を確認しに現場に行ってみました。ところが、その餌やりさんは
餌をばら撒くようなことはせず、残飯が残っていないかきちんと確認してか
ら帰られているため、周辺を汚すようなことはしていなかったのです。糞も
見つけた時は拾うようにしているとのこと。（そこは公共の場所のため勝手
に野良猫用のトイレを設置するわけにもいきません）
　うーん…。こんなふうに配慮して餌やりをしていても赤穂では地域猫とい
う存在は許してもらえないのかな…。全国的には随分と認知されているのに
…と残念な気持で看板を設置している施設側に話を聞きに行くと、どうやら
施設周辺に餌をばら撒き、片付けもせずに残飯を放置したまま帰っていく、
マナーの悪い餌やりさんの存在が判明しました。
　それでは啓発の看板を設置されても文句は言えません。
　幸い、施設の方には、不妊手術済みの猫であることと、知っている餌やり
さんには美化に努めてもらうよう私たちから伝える旨を説明し、一定のご理
解をいただくことができました。
　猫に片付けはできないのです！
　お腹をすかせた野良猫をかわいそうに思
い餌をあげたいかたは、どうかその場所を
汚なくしないでください。食べ残しはきち
んと片付けて、糞もできるだけ拾って美化
に努めてください。
　それと一番大切なこと、不妊手術をして
繁殖させないでください。
　猫に罪はありません。地域猫が赤穂市で
理解され、生きていくためには、
私たち人間側の良識にかかってい
るのです。ぜひ、マナーのいい餌
やりさんの方でお願い致します。

マナーの良い餌やりさんは食べ
終わるまで見守って、後片付け
もしっかり

軽
ト
ラ
発
進
さ
せ

女
性
が
転
倒
負
傷

傷
害
容
疑
で
７８
歳
男
逮
捕

　
赤
穂
署
は
１１
月
３０
日
、

赤
穂
市
浜
市
の
無
職
の
男

（
７８
）を
傷
害
容
疑
で
逮
捕

し
た
。

　
同
署
に
よ
る
と
、
男
は

同
月
２９
日
午
後
２
時
３０
分

ご
ろ
、
同
市
高
野
の
路
上

に
停
車
し
て
い
た
軽
ト
ラ

ッ
ク
を
発
進
さ
せ
、
車
外

か
ら
運
転
席
の
窓
枠
に
手

を
掛
け
て
い
た
同
市
内
の

６０
代
女
性
を
転
倒
さ
せ
た

も
の
。
女
性
は
頭
や
胸
な

ど
に
軽
傷
を
負
っ
た
と
い

う
。

　
事
件
当
時
、
男
は
女
性

と
の
会
話
中
に
車
を
前
進

さ
せ
た
と
み
ら
れ
、
調
べ

に
対
し
、「
け
が
を
さ
せ
て

い
な
い
」
と
容
疑
を
否
認

し
て
い
る
と
い
う
。
警
察

は
２
人
の
間
に
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
み

て
事
情
を
聴
い
て
い
る
。

　8@
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大
津
地
区
で
特
産
の
ダ

イ
コ
ン
が
間
も
な
く
旬
を

迎
え
る
。
今
季
は
約
３
０

０
０
本
を
収
穫
出
来
る
見

込
み
で
、
１２
月
１１
日（
日
）

と
２５
日（
日
）に
直
売
会
が

開
か
れ
る
。
雨
天
決
行
。

　

地
元
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家

　

今
年
度
で
創
立
１
５
０

年
目
を
迎
え
た
尾
崎
小
学

校
（
中
林
晴
之
校
長
、
３

５
７
人
）
で
記
念
授
業

「
尾
崎
を
ま
な
ぶ
デ
ー
２

０
２
２
」
が
１１
月
２６
日
に

あ
り
、
卒
業
生
の
講
話
と

郷
土
芸
能
の
観
賞
で
学
校

と
地
域
の
歴
史
を
振
り
返

っ
た
。

　

同
校
は
明
治
６
年
（
１

８
７
３
）
に
八
幡
神
社
の

祠
官
だ
っ
た
中
村
恒
久
氏

が
自
宅
に
開
い
た
「
尾
崎

第
一
小
学
校
」
が
始
ま

り
。
改
称
を
重
ね
て
昭
和

２０
年
（
１
９
４
５
）
に
現

在
の
校
名
に
な
っ
た
。
三

種
の
神
器
の
一
つ
「
八
咫

鏡
」
と
赤
穂
八
幡
宮
の
神

紋
と
同
じ
「
左
三
巴
」
を

組
み
合
わ
せ
た
校
章
が
ル

ー
ツ
を
示
し
て
い
る
。

　

記
念
授
業
は
地
元
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
尾
崎

の
ま
ち
を
考
え
る
会
」

（
浜
野
好
正
会
長
）
が
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
主
催
。
赤

穂
八
幡
宮
権
禰
宜
の
中
村

彰
伸
さ
ん（
４１
）、
元
赤
穂

市
議
の
有
田
光
一
さ
ん

（
８２
）、
恵
比
寿
大
黒
舞
保

グ
ル
ー
プ
「
大
津
年
輪
の

会
」（
旧
林
茂
存
会
長
）

が
有
機
栽
培
し
た
青
首
ダ

イ
コ
ン
。
２
０
０
４
年
に

「
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン

ド
」
に
認
定
さ
れ
、
品
質

の
良
さ
に
定
評
が
あ
る
。

今
年
は
例
年
よ
り
も
遅
め

の
９
月
中
旬
に
種
を
ま

き
、
心
配
し
た
台
風
の
影

響
を
受
け
ず
に
順
調
に
生

育
し
た
。

　

直
売
会
は
農
産
物
販
売

所
「
く
ろ
が
ね
の
里
」

（
大
津
１
４
４
の
１
）
で

午
前
９
時
～
正
午
。
１
本

１
０
０
円
（
一
人
３０
本
ま

で
）。
希
望
者
は
畑
に
入

っ
て
ダ
イ
コ
ン
抜
き
可
。

江
見
工
業
所
（
相
生
市

旭
）
の
協
力
で
臨
時
駐
車

場
あ
り
。
問
合
せ
は
☎
４３

・
６
８
４
０
（
市
農
林
水

産
課
）。（
写
真
は
自
慢
の

ダ
イ
コ
ン
を
栽
培
し
た

「
大
津
年
輪
の
会
」
の
み

な
さ
ん
）

　

「
ブ
レ
イ
キ
ン
」
の
競

技
名
で
２
０
２
４
年
パ
リ

五
輪
の
追
加
種
目
と
な
っ

て
い
る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス

　

歌
舞
伎
の
名
場
面
を
意

匠
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ

ー
ム
切
手
「
守
川
周
重
〜

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
が
１２

月
５
日（
月
）か
ら
発
売
さ

れ
る
。 

　

日
本
郵
便
近
畿
支
社
が

２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
発

売
し
て
い
る
忠
臣
蔵
フ
レ

ー
ム
切
手
の
第
１４
弾
。
明

治
時
代
の
絵
師
、
守
川
周ち

か

重し
げ

が
明
治
１２
年
（
１
８
７

９
）
に
上
演
さ
れ
た
歌
舞

伎
の
舞
台
を
題
材
に
描
い

た
浮
世
絵
（
赤
穂
市
立
歴

史
博
物
館
蔵
）
を
デ
ザ
イ

ン
に
使
用
し
た
。
九
代
目

市
川
團
十
郎
、
五
代
目
尾

上
菊
五
郎
、
初
代
市
川
左

団
次
な
ど
が
演
じ
る
各
段

の
名
場
面
が
華
や
か
に
描

か
れ
て
い
る
。

　

１
シ
ー
ト
（
８４
円
切
手

１０
枚
）
１
３
３
０
円
で
７

０
０
シ
ー
ト
を
販
売
。
赤

穂
市
内
を
は
じ
め
東
京
、

新
潟
、
広
島
な
ど
忠
臣
蔵

ゆ
か
り
の
地
の
郵
便
局
で

限
定
販
売
す
る
ほ
か
「
郵

便
局
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
」で
も
取
り
扱
う
。☎
０６

・
６
９
４
４
・
８
１
５
７
。

（
写
真
は
５
日
か
ら
発
売

さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ

ー
ム
切
手
「
守
川
周
重
〜

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」）

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
世
界
大
会
優
勝
経

験
者
を
講
師
に
招
く
体
験

会
が
１２
月
６
日
（
火
）、

加
里
屋
の
パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス

赤
穂
で
開
か
れ
る
。

　

講
師
の
石
井
計
次
さ
ん

（
４２
）＝
大
阪
市
西
区
＝
は

２
０
０
８
年
に
国
内
最
大

の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
大
会

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｄ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ　

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｔ
」
で
優
勝
。
日
本
代
表

と
し
て
数
々
の
国
際
大
会

に
も
出
場
し
、
ド
イ
ツ
や

韓
国
で
行
わ
れ
た
世
界
大

会
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
い

た
。

　

体
験
会
は
午
後
５
時
半

か
ら
の
「
幼
児
コ
ー
ス
」

（
４
歳
以
上
の
未
就
学

児
）、
午
後
６
時
４０
分
か

ら
の
「
中
級
コ
ー
ス
」

（
小
学
生
〜
シ
ニ
ア
）

で
、
い
ず
れ
も
１
時
間
。

受
講
料
２
５
０
０
円
で
各

コ
ー
ス
１０
人
を
受
け
付
け

る
。
１２
月
２０
日（
火
）に
も

同
じ
時
間
で
開
講
す
る
。

　

見
学
は
自
由
。
石
井
さ

ん
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
も
あ
り
、「
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
間
近
で
見
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
来
場
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
☎
４５
・

１
１
１
６
。（
写
真
は
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス
世
界
王
者

の
経
歴
を
持
つ
石
井
計
次

さ
ん
＝
主
催
者
提
供
）

は
絶
対
に
勝
ち
た
い
」
と

雪
辱
を
誓
っ
た
。（
写
真

は
空
手
道
の
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

大
会
で
優
勝
し
た
瀧
口
美

子
さ
ん
㊧
と
３
位
の
三
村

真
央
さ
ん
）

存
会
の
小
川
剛
さ
ん

（
３２
）
ら
５
人
の
同
校
Ｏ

Ｂ
が
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
と
し
て
来
校
し
た
。
郷

土
史
家
の
上
杉
太
郎
さ
ん

（
８０
）は
古
い
絵
地
図
や
写

真
で
、
か
つ
て
塩
田
が
広

が
っ
て
い
た
校
区
内
の
地

形
の
移
り
変
わ
り
を
解

説
。
聴
覚
に
障
が
い
が
あ

る
中
村
千
穂
さ
ん（
５７
）は

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
と
も
に

学
び
遊
ん
だ
小
学
校
時
代

の
思
い
出
を
手
話
を
交
え

な
が
ら
語
っ
た
。

　

同
校
コ
ー
ラ
ス
部
が
塩

田
で
歌
い
継
が
れ
た
作
業

唄
「
わ
た
し
ゃ
赤
穂
の

（
浜
鋤
の
う
た
）」
を
合

唱
。
小
川
さ
ん
ら
に
よ
る

恵
比
寿
大
黒
舞
、
地
元
保

存
会
に
よ
る
「
尾
崎
塩
濱

お
ど
り
」
の
披
露
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元

の
歴
史
文
化
に
親
し
ん

だ
。
浜
野
会
長
は
「
子
ど

も
た
ち
に
は
地
元
の
歴
史

を
知
っ
て
、
尾
崎
を
好
き

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願

い
を
込
め
た
。（
写
真
は

郷
土
芸
能
も
観
賞
し
た
記

念
授
業
）

　

空
手
道
の
第
１５
回
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
（
１１
月
２３

日
、
大
阪
市
中
央
体
育

館
）
で
坂
越
空
手
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
（
拳
義
館
）

の
瀧
口
美み

子こ

さ
ん（
９
）＝

元
沖
町
、
御
崎
小
＝
が
小

学
３
年
女
子
組
手
で
優
勝

し
た
。

　

瀧
口
さ
ん
は
先
に
入
団

し
て
い
た
兄
と
姉
の
姿
に

憧
れ
、
６
歳
で
稽
古
を
始

め
た
。
今
大
会
は
得
意
の

上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を

奪
い
、
５
連
勝
し
た
。

「
別
の
大
会
で
勝
て
な
か

っ
た
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
の

で
、
そ
の
人
に
勝
て
る
よ

う
に
、
も
っ
と
強
く
な
り

た
い
」
と
さ
ら
に
や
る
気

を
高
め
て
い
る
。

　

中
学
１
年
女
子
組
手
で

は
同
少
年
団
の
三
村
真
央

さ
ん（
１３
）＝
坂
越
、
坂
越

中
＝
が
３
位
。
決
勝
の
相

手
は
小
１
の
と
き
に
も
対

戦
し
て
敗
れ
た
記
憶
が
あ

る
と
い
い
、「
技
を
磨
い

て
、
次
に
対
戦
し
た
と
き

　

赤
穂
市
出
身
の
部
員
４

人
が
在
籍
す
る
創
志
学
園

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
が

１２
月
１１
日
（
日
）
に
埼
玉

県
で
行
わ
れ
る
「
第
５０
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

大
会
」
に
出
場
す
る
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
メ

ド
レ
ー
を
楽
し
く
華
や
か

に
奏
で
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
１１
月
１３
日
の
中
国
地

区
大
会
で
金
賞
。
４
年
連

続
４
度
目
の
全
国
大
会
代

表
に
選
出
さ
れ
た
。
２
年

生
で
ベ
ー
ス
ド
ラ
ム
の
大

河
優
月
さ
ん（
１７
）＝
中
広

＝
は
「
昨
年
は
自
分
の
こ

と
で
精
一
杯
だ
っ
た
け

ど
、
今
年
は
周
り
に
も
気

を
配
り
な
が
ら
演
奏
で
き

た
」
と
話
し
、
同
級
生
で

バ
リ
ト
ン
の
金
谷
美
玲
さ

ん（
１６
）＝
寿
町
＝
は
「
観

客
を
感
動
さ
せ
る
演
奏
を

か
っ
た
。
今
年
は
今
ま
で

で
一
番
い
い
演
奏
を
し
た

い
」
と
チ
ー
ム
で
目
標
に

掲
げ
る
「
創
部
以
来
初
の

全
国
大
会
金
賞
」
へ
好
演

を
誓
っ
た
。

　

近
藤
剛
士
顧
問
は
「
今

年
は
例
年
以
上
に
自
主
性

が
あ
り
、
期
待
以
上
の
成

長
が
あ
る
」
と
教
え
子
た

ち
の
飛
躍
に
期
待
を
高
め

て
い
る
。（
写
真
は
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

で
金
賞
を
目
指
す
創
志
学

園
の
＝
左
か
ら
＝
大
河
優

月
さ
ん
、
出
口
楓
さ
ん
、

金
谷
美
玲
さ
ん
、
金
谷
美

憂
さ
ん
＝
同
部
提
供
）

目
指
し
て
き
た
」
と
練
習

の
成
果
に
胸
を
張
る
。

　

全
国
大
会
の
会
場
は
国

内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ

ー
ナ
。
３
年
ぶ
り
に
有
観

客
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
の
出
口
楓
さ
ん
（
１７
）

＝
黒
崎
町
、
３
年
＝
は

「
落
ち
着
い
て
自
分
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
１０
分
間
を

か
み
し
め
な
が
ら
楽
し
み

た
い
」。
ソ
ロ
パ
ー
ト
も

あ
る
メ
ロ
フ
ォ
ン
の
金
谷

美
憂
さ
ん（
１８
）＝
寿
町
、

３
年
＝
は
「
昨
年
は
会
場

の
広
さ
に
び
っ
く
り
し
て

吹
い
て
て
実
感
が
わ
か
な

元
世
界
王
者
を
招
い
て

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
体
験

６
日
、パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
赤
穂

歌
舞
伎
名
場
面
デ
ザ
イ
ン

忠
臣
蔵
フ
レ
ー
ム
切
手

５
日
か
ら
郵
便
局
で
発
売

マ
ー
チ
ン
グ
全
国
大
会

「
目
指
す
は
ゴ
ー
ル
ド
」

創
志
学
園 
赤
穂
か
ら
４
人

近
畿
ス
ポ
少
空
手
道
大
会

瀧
口
美
子
さ
ん
が
優
勝

三
村
真
央
さ
ん
は
３
位

創
立
１
５
０
年
の
尾
崎
小

卒
業
生
招
き
記
念
授
業

「
地
元
好
き
に
な
っ
て
」

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

「ええダイコン出来たで」大津で直売会
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